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   Using a polyamine-test enzyme kit, the urine polyamine concentration was determined in 74 
patients with malignant urological disease (12 with renal cell cancer, 13 with pelvic-ureter cancer, 
24 with bladder cancer and 25 with prostate cancer), 7 patients with BPH, 20 patients with 
benign urological disease and 20 normal subjects. 
   The urine polyamine level was significantly elevated in all the patients with any malignant 
urological disease compared to normal subjects. It was also significantly high in the patients with 
BPH. 
   Defining the mean±3SD (=50 pmole/g Cr.) of 20 normal subjects as an upper limit, slightly 
higher levels not exceeding 100 pmole/g Cr. were frequently observed in the patients with BPH or 
with benign urological disease. 
   Setting the upper limit at 100 pmole/g Cr., the positive rate amounted to 33% (low stage 
17%) in renal cell cancer, 23% (low stage 14%) in pelvic ureter cancer, 13% (low stage 0%) 
in bladder cancer and 4% (low stage 0%) in prostate cancer. The positive rate was low espe-
cially in low stage cases. 





















































水3mlで カラムを洗浄後,脱 着液1mlに て溶出し






(ODs:検体 の呈色度,ODe=標 準液 の呈色度,
ODb=盲検液の呈色度)
検体は24時間尿の一部を測定 日まで 一20℃にて保






本 測定 法 を 用 い,臨 床 検 体 を 測 定 した 結 果 をTabie
2お よびFig.1に 示 す.健 常 人20例 の平 均 は25.43
±8.08μmoles/9.Cr.であ り,泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群
20例の そ れ は34.09±15.05μmoles19.cr.であ っ た.
前 立腺 肥 大症7例 のそ れ は49.90±17.56μ皿oles/9.cr.
で あ り,健 常 人 に 対 しP〈0.01で 有意 な 差 を示 した










































































































腎細 胞 癌12例 の そ れ は91.87±51.95μmoles/9.Cr.
で あ り,健 常 人 お よび 泌 尿 器科 的 良 性 疾愚 群 に 対 し
P<0.Olで有 意 の 差 を 示 した.深 達 度 別 に 検 討 す る
と,lowstage群6例の平 均 は70.55±24.24μmoles/
9・Cr・であ り,highstage群6例の平 均 は113.19±
65.27μmoles/g.Cr・であ つた .10wstage群お よび
highstage群は い ず れ も健 常人 に 対 しP<0.Olで,
泌 尿 器科 的良 性 疾 患 群 に 対 しP<0.05で有 意 の差 を 示
した.
腎 孟 尿 管 腫瘍13例の それ は74.27±65.99μmolcs/9,
M±3SD
Cr.であ り,健 常 人に 対 しP<0.05で 有 意 の差 を 示
した が,泌 尿 器 科 的 良 性 疾 患 群 に対 して は有 意 の差 を
示 さな か った.深 達 度 別 に 検 討 す る と,lowstage群
7例 の 平 均 は50.60±33.53μmoles/9.Cr.であ り,
highstage群6例の平 均 は101.65±86.20μmoles/9.
Cr.で あ った.10wstage群 お よびhighstage群
は いず れ も健 常 人 お よび 泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群 に 対 し
有 意 の 差 を示 さ なか った.
膀 胱 腫瘍24例 のそ れ は57.88±35.88μmoles/9.Cr.
で あ り,健 常 人 お よび 泌 尿 器 科 的 良 性疾 患 群に 対 し,
P<0.01で有 意 の差 を 示 した.深 達 度 別 に 検 討 す る
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と,lowstage群13例の 平 均 は43.35±21.28μmoles!
9・Cr・で あ り,highstage群II例の平 均 は75.05±
42・64μmoles/9.Cr.であ った.highstage群は健 常
人 に 対 しP<0.01で,泌 尿 器 科 的 良 性疾 患 群に 対 しP
<0.05で右意 の 差 を示 した.10wstage群は 健 常 人 に
対 しP<0.05で有 意 の差 を 示 した が,泌 尿 器 科 的 良 性
疾 患 群 に 対 して は有 意 の差 を 示 さ なか った.
前 立腺 癌25例のそ れ は54.65±30.97μmoles/9.Cr.
で あ り,健 常 人 お よび 泌 尿 器科 的良 性 疾 患 群 に対 しP
<0.Olで有 意 の差 を 示 した.深 達 度 別 に 検討 す る と,
lowstage群7例の平 均 は45.65±30.19μmoles/9.Cr.
で あ り,highstage群18例の 平 均 は58.08±31.42
μmoles/g.Cr.であ った.highstage群は健 常 人 お
よび 泌 尿器 科 的 良 性 疾 患群 に 対 しP<0,01で有 意 の差
を 示 した が,lowstage群は いず れ に 対 して も有 意 の
差 を示 さ なか った.
健 常 人20例 の 平均 値 は25.43±8.08μmoles/9.Cr.
(M±SD)であ り,M+3SD==49.67μmoles/9,Cr.を超
え る もの を有 意 の高 値 と した.50μmoles/9.Cr.以上
を 陽性 とし て検 討す る と,健 常人20例で は50μmoles
!g.Cr.以上 を 示 す も のは な か った が,泌 尿 器 科 的 良
性 疾 患20例に お い て は3例,良 性 腫 瘍 で あ る前 立 腫 肥
大症 は7例 中2例 に 高値 を認 め た.
腎細 胞 癌 で は12例中10例,83%の陽性 率 で あ り,そ
れ を深 達 度 別 に 検討 す る とlowstage群,highstage
群 と も83%と高 い 陽性 率 を 示 した.腎 孟 尿 管 腫 瘍 で は
13例中6例,46%の 陽 性 率 で あ り,深 達 度 別 に 検 討す
る と10wstage群の 陽性 率は43%,highstage群は
50%であ った.膀 胱 腫 瘍 で は24例中11例,46%oの陽性
率 であ り,深 達 度 別 に検 討 す る と10wstage群の 陽
性 率 は30%,highstageは64%であ った.前 立腺 癌
では25例中14例,56%の陽 性 率 で あ り,深 達 度 別 に検
討 す る と10wstage群の 陽性 率 は29%,h三ghstage
群 は67%で あ り,膀 胱 腫 瘍 お よび 前 立 腺 癌 と も10w
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